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陸、海、空に張り巡らされたグローバルネットワークにのせ、

沖縄から本土各地へ、そして海を越えて世界各国へ――。

グループのネットワークを最大限に活かして

輸配送、保管、梱包、流通加工、包装及び情報管理に至る物流

全般について、物流新時代のあらゆる要請に応えるプロ集団。 

日本通運㈱との業務提携を通して、さまざまな輸送手段を駆使し、

アクティブに、フレキシブルにあらゆるニーズにお応えし、

物流を通して皆様の豊かな暮らしに貢献しています。

謹啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、弊社はお客様ならびに関係先からの温かいご指導とご支援に支えられて、皆さまと共に�

７３年を歩んでまいりました。

顧みれば１９５０（昭和２５）年に倉庫業として創業、１９６０年に日本通運株式会社と代理店契約を

締結し、幾多の困難を乗り越えながら、海上貨物輸送、自動車運送、重機建設、船舶代理店、輸出入・

国際輸送、通関、梱包、美術品輸送、倉庫保管、引越など地域に密着した「ロジスティクス企業」として、�

お客様のニーズに応えられるよう、サービスの提供をして参りました。

これからも、戦後復興と経済発展を『物流』の面から支えてきた矜持を胸に、ロジスティクス企業�

として高品位・高品質のサービス提供につとめるほか、循環型社会の構築に向けた環境活動等への�

取り組みも行ってまいります。

当社は、お客様の多様化するニーズに「物流」を通して貢献できるよう、グループ企業とともに歩んで

まいりますので、引き続き皆様のご指導、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

� 謹白

� 2023年８月吉日

代表取締役社長

金  城  樹

ごあいさつごあいさつ

～「ロジスティクス」で
あなたの未来をアシスト～
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主
要
業
務

私たち琉球物流株式会社は、国内・海外の拠点を結ぶ世界最大級

の総合物流企業である日本通運株式会社との業務提携を通して、

全国そして海外への複合一貫輸送を行い、常にお客様のニーズ

にお応えするサービスを提供しています。

日用品雑貨から建設資材、重量品・美術品、引越荷物等の様々な

貨物を、陸・海・空を組み合わせた最適なネットワークで瞬時に

対応いたします。

沖縄から本土、海外へ ――
陸・海・空の複合機能をいかした 
国内外への一貫輸送サービス。
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北大東島

南大東島宮古島多良間島

石垣島

西表島与那国島

波照間島

伊良部島

沖縄本島

伊平屋島

伊是名島
伊江島

粟国島

渡名喜島

慶良間諸島
座間味島

渡嘉敷島

久米島

各離島への
輸送サービス

日本全国から沖縄へ、沖縄 から日本全国へ。
沖縄県における物流拠点である那覇新港に隣接した
当社の物流センターの立地条件と配送機能を全面的に生かして、
保管・仕分けした貨物を「迅速、安全、確実」にお客様にお届けしております。

アロー便（小口貨物）

県内離島貨物輸送

物流センター

海上コンテナ輸送・大型貨物海上輸送

海
上
貨
物
輸
送（
国
内
貨
物
）

配送機能を活かした物流拠点型倉庫・物流センター。�
貨物の確実な保管・仕分け等に対応し、迅速にお届けいたします。

アロー便は、全国規模のビジネスネット
ワーク、高度な情報システムなど、日
本通運の総合力を発揮して、もっとも
効果的な物流をご提案するビジネスの
即戦力です。

本土からの貨物や沖縄本島内で集荷し
た貨物を大小関係なく、「安全輸送」を
モットーにお預かりからお引渡しまで
責任を持って宮古・石垣・久米島・そ
の他の離島へ輸送しております。

大量貨物を海上コンテナ及びJR
コンテナにて、集荷から配達まで
一貫輸送いたします。
また、コンテナに積み込み不可能
な大型貨物の場合も、輸送手段
を的確に判断し、お客様のニーズ
にお応えして海上輸送サービスを
ご提供しています。

アロー便
情報システム

完了送信

本社
コンピュータ

お客様

お客様

情報の流れ

貨物の流れ

配達

集荷

ターミナル営業店 配達店

「速く、安全、確実」にお応えするビジネス特急便

受付から集荷・仕分け・配送までの一貫管理体制や
貨物のコンピュータ追跡管理を実現した情報システ
ムを駆使、迅速かつ正確な対応を備えています。
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特
殊
輸
送

熟練したプロフェッショナル の安全・確実な作業
大型構造物や建設工事に伴う長尺物や重量物、精密機器の搬入・据付、 
デリケートな取扱が求められる美術品などの特殊輸送には、 
高度な技術と豊富な経験を有する専門の技術者が対応いたします。

重量品輸送据付・精密機器輸送 美術品輸送
重量品、長尺物の輸送から精密機器の輸送まで、その対象は多岐にわたっております。
運ぶ手段や経路も種々です。多種多様なニーズに応えるため、輸送ルートなど綿密な
調査に基づく計画をたて、安全・確実なサービスをしております。

デリケートな取扱いが要求される世界の大切な美術品、博物館所蔵品等の梱包、集荷、配達、展示
の一連の作業は、特別な注意が必要です。日本通運㈱で研修を受けた経験豊かな美術品輸送のプロ
が、美術専用車で慎重、確実に運び、大切にガードしながら丁重な取扱いをいたしております。

搬入据付作業
ひときわ正確さや、安全が要求される重量品や精密機器の搬入、据付作業には、豊富
な経験と高度な技術を持つ専門技術員があたり、安全で確実な作業を行っております。
安全を重視した作業計画及び搬入要領に基づく適切な機材使用でコロ曳作業、据付レ
ベル出し等の細やかで高度な技術が活かされております。

産業廃棄物収集運搬作業
廃棄蛍光灯や廃棄パソコン、コピー機など、企業活
動によって生じる種々の廃棄物やリサイクル資源を、
安全確実に処理施設まで輸送いたします。

■ 一般産業廃棄物収集運搬業 
（許可番号第04714078896号）

■ 特別管理産業廃棄物収集運搬業 
（許可番号第04764078896号）

廃棄物処理支援サービス内容

全国規模の収集運搬業
者、処分業者のネット
ワークで、お客様の産
業廃棄物の適正な処理
のお手伝いを行います。

産業廃棄物の収集
運搬・処分サービス

お客様の会社から排出
されるパソコンを１台か
らでもお引取りします。

ＯＡ機器お引取り
サービス

各種環境関連プラント
をはじめとする超重量
物の解体・輸送・据付作
業を一貫して行います。

設備機器の輸送据付
サービス

沖縄県立博物館・美術館での搬入・展示作業

航空整備基地輸送作業 特別高圧変圧器輸送

モノレール桁輸送

06 0706 07



海
外

輸
送

国
内

日通現地法人
現地で貨物を集荷・配送・輸出入通関・仕立・搭載現地で貨物を集荷・配送・輸出入通関・仕立・搭載現地で貨物を集荷・配送・輸出入通関・仕立・搭載

県内集配

国内集配

飛行機、船で国際輸送

港湾作業
搬入据付
展示
廃棄

港湾作業
搬入据付
展示
廃棄

港湾作業
搬入据付
展示
廃棄

輸出入通関

お 客 様お 客 様お 客 様

通関業務

船積手配

書類作成

海外連絡

書類送付

通関業務

船積手配

書類作成

海外連絡

書類送付

通関業務

船積手配

書類作成

海外連絡

書類送付

入庫
検品
保管
ピッキング

入庫
検品
保管
ピッキング

入庫
検品
保管
ピッキング

流通加工
出荷梱包
出庫

流通加工
出荷梱包
出庫

流通加工
出荷梱包
出庫

保税倉庫

海
外

輸
送

国
内

日通現地法人
現地で貨物を集荷・配送・輸出入通関・仕立・搭載

県内集配

国内集配

飛行機、船で国際輸送

港湾作業
搬入据付
展示
廃棄

輸出入通関

お 客 様

通関業務

船積手配

書類作成

海外連絡

書類送付

入庫
検品
保管
ピッキング

流通加工
出荷梱包
出庫

保税倉庫

国
際
輸
送
・
船
舶
代
理
店

沖縄と世界をつなぐグロー バルなサポート体制
現地での集荷・梱包・通関・配送までの輸出入通関業務サービスにより、 
グローバル展開を推進するお客様のロジスティックス戦略をしっかりサポート。 
お客様のニーズに最適な輸送ルートをご提案しています。

国際輸送 船舶代理店
世界各地をつなぐ集荷、梱包、輸出入通関業務
サービスをいたしております。
航空機・船舶・トラック・鉄道ーー。世界に�
広がるNXグループ海外ネットワークのすべて
を結集して取り組むグローバルサービスの国
際複合一貫輸送です。少量貨物を対象とした�

定期混載輸送サービスから大量貨物の輸送ま
で、お客様のニーズに最適な輸送ルートを提供
いたします。
海外へ赴任される方や、海外から帰国なされる
方には、集荷、梱包、輸出入通関等の海外引越
一貫輸送サービスをいたします。

140カ国以上のネットワークを持つAPL社をはじめ世界の船舶会社の代理店として、北米、カナダ、
東南アジア、ヨーロッパ、オーストラリアからの輸出入業務、サービスをしております。

グロ−バル展開を進めるお客様各位のロジスティッ
クス戦略をしっかりサポート。また、沖縄市場へ参
入を図るグローバル企業各社からも、もっとも信頼
できるパートナーとしてご利用いただいております。

通関業務
輸出輸入貨物の複雑な通関業務（税関申告、納税手続き、各種検査等）を通関のスペシャリストが
お客様に代わって迅速かつスムーズに処理します。

■ 許可番号：沖関第196号

グローバル物流サポート
輸入・県内一貫物流サービス

当社輸出入サービスの特長

通関業務
通関に精通した通関士が
お客様に代り輸入貨物の
税関申告・納税手続・各
種検査等を迅速に処理

物流業務
日通とのネットワークを
活かし、沖縄から県外へ、
県内から離島へ、のニー
ズにきめ細かく対応した
配送が可能

保管業務
保税倉庫を保有していま
すので、倉庫保管（常温・
定温）から流通加工も対
応可能

トータル・
サポート

通関・保管・物流の効率
的な管理により、コスト
ダウンも可能

08 0908 09



引
　
越

新しい出発を 
まごころこめてお手伝い

これまで築いた 
実績に寄せられる厚い信頼

ご家族での引越に、単身の引越しに、条件の違う様々な引越しのご要望に 
きめ細やかにお応えし、丁寧な梱包作業とNXグループネットワークによる 
着地手配で、県内外、海外問わず安心の引越しをお約束いたします。

施設の状況、荷物量、道路状況など、すべての条件を考え合わせた 
綿密なプランのもと、長年積み上げてきた経験を生かし、安全、確実に、 
そしてスムーズな移転を進めてまいります。 
これまで、沖縄県内において県庁、大学、病院、図書館等の 
大規模な引越しを手がけた実績は、厚い信頼と高い評価を得ております。

ご家族の引越 単身パック

事
務
所
移
転

お問い合わせ
ご相談

移転物品確認
見積り 打ち合わせ

※特別な梱包材が
　必要な場合

事前準備
梱包搬出

輸送 搬入 レイアウト 開梱

事務所移転の流れ

箱詰めから箱出しまでのお任せタイプや、家
具・家電などの大きな荷物の梱包から依頼する
スタンダードなタイプなど、お客様のご要望に
そった引越をご提案し、引越のスペシャリスト
により効率よく作業を行います。

学生、単身赴任などの少ない荷物の引越におす
すめの単身パック。専用のボックスに手軽にま
とめる引越です。運賃・梱包・保険などがセッ
トされ全国どこでも（一部の離島は除く）低料
金のお得で安心です。

梱包作業（日通プロコンポ仕様）

単身パック

主な業務実績
沖縄県立芸術大学�
沖縄タイムス社�
那覇市役所�
沖縄メディカル病院�
沖縄県立宮古病院�
コザ信用金庫（仮本店→新本店）�
中部協同病院�
沖縄電力�名護支店�
農林中央金庫�那覇支店　他

事務所移転作業

事務所移転に伴う養生事務所移転作業

食器から家具までの梱包作業／ 
ピアノ・重量物移動／乗用車の輸送／ 
単身者引越し／ルームクーラー脱着

お客様のご要望に合わせ最適な輸送方
法を、 日程、料金等でお応えします。

引越し相談・見積は無料

各種サービス

111110



冷凍室 定温室

低温室（物流加工エリア）

荷捌き室

低温センター概要

低温センターは、様々なネットワークを生かして 
東京・大阪・福岡・海外と沖縄県内を結ぶ 
架け橋として稼動します。

沖縄を発着する冷凍貨物サ ービスの新たな拠点低
温
セ
ン
タ
ー

所 在 地 〒900-0001　那覇市港町2-18-3

Ｔ Ｅ Ｌ 098-943-5551

Ｆ Ａ Ｘ 098-943-5553

敷地面積 3,624.18㎡

延床面積 2,971.135㎡

施 設 冷凍室　-25℃、２室（A : 244坪／805.01㎡）（B : 125坪／411.11125㎡） 
定温室　＋15℃、１室（13坪／42.228㎡） 
低温室（物流加工エリア）　±0℃、１室（46坪／149.2743㎡） 
荷捌き室　＋10℃、１室（282坪／930.04802㎡）

設 備 電動式移動パレットラック（792パレット対応） 
プッシュバックラック（132パレット対応）

特記事項 ドックシェルター６基／エアシェルター５基 
電動式デッキボード４基／ＬＥＤ照明設置（倉庫内および事務所棟）

低温センターは、-25℃・±0℃・+15℃の３
温度帯で管理できる冷凍冷蔵設備を保有し、通
過型と在庫型の機能を生かし、琉球物流グルー
プと日本通運株式会社のグローバルネットワー

クを生かした、沖縄を発着する冷凍貨物サービ
スの新たな拠点として、トータル物流サービス
をご提供いたします。

電動式移動パレットラックを活用することで、倉庫内収
容能力を増強。また安全機能も完備しており、安全・安
心な荷役作業を実現しています。
また、限られた場所にパレットを大量保管することでス
ペースを有効活用。傾斜を利用することで電力を必要と
しないエコ設計となっています。

常温室は、温度管理（+15℃）の下、大切なお客様の荷
物をお預かりします。

低温室（物流加工エリア）は、±０℃で一定管理されてお
り、個別仕分を必要とするお客様のニーズに対応します。

+10℃に保たれた282坪という
広さのエリアを活用し、県内外
から届くお客様の荷物を保管・
流通させるための入出庫作業効
率化を実現しています。
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倉
　
庫

保管から流通管理まで、 
あらゆるサービス機能を提 

 
供して効率化を実現

物流における保管機能に加え、配送、流通加工、情報サービスなどの 
種々な機能を併せ持つ重要な物流基地としての機能を担っており、 
お客様の多様化するニーズにお応えしております。

商品管理

商品情報
サービス

受発注処理

輸出入
情報処理

輸配送管理

入出庫・在庫、
日付、入庫順など

保管台帳チェックリスト
入出庫ランキング
回転率分析表
賞味期限切れ一覧表
月間入出庫状況

コンピュータを利用した「倉庫管理
システム」による在庫管理機能によ
り、リアルタイムで商品情報の把握
が可能です。
入出庫ランキングや回転率分析、賞
味期限切れ一覧等、ニーズ対応した
管理メニューの組み合わせにより、
お客様に最適な情報サービスをご提
供。管理結果に基づいた、商品管理
についてのアドバイスサービスもご
利用いただけます。

情報処理
サービス

お客様

名称 所在地　電話／FAX番号 面積（㎡／坪数）

市内中心地に近く仕分配送機能を備えた倉庫 
賃貸倉庫・営業倉庫、沖縄地区税関長許可保税蔵置場（西町7号倉庫）

西町７号倉庫 那覇市西3-8-6�
TEL：098-863-1519　FAX：098-863-1570

1,514㎡�
458坪

賃貸倉庫

西町１号倉庫 那覇市西2-22-1 3,349㎡�
1,015坪

西町８号倉庫 那覇市西2-16-5 1,817㎡�
551坪

西町10号倉庫 那覇市辻1-10-2 1,114㎡�
338坪

港湾隣接の立地条件を活かした物流拠点型倉庫 
沖縄地区税関長許可保税蔵置場

泊倉庫 那覇市前島3-25-4 826㎡��
250坪

新港1号倉庫 那覇市港町2-17-15 4,009㎡�
1,215坪

新港3号倉庫 那覇市港町2-17-13 703㎡�
213坪

定温倉庫を備えた物流拠点型倉庫 
沖縄地区税関長許可保税蔵置場、農林水産省動物検疫所指定畜産物輸入検査所

物流倉庫 浦添市伊奈武瀬1-5-5�
TEL：098-861-4710　FAX：098-861-4983

2,836㎡�
859坪

飲料DC機能倉庫 
仕分け配送倉庫

配送センターⅠ 浦添市伊奈武瀬1-9-8 1,106㎡�
335坪

配送センターⅡ 浦添市伊奈武瀬1-9-8 934㎡�
283坪

配送機能を活かした物流拠点型倉庫 
沖縄地区税関長許可保税蔵置場、本土配送貨物、先島配送貨物

物流センター 那覇市港町4-5-14�
TEL：098-861-4704　FAX：098-863-3667

3,623㎡�
1,098坪

伊奈武瀬倉庫 浦添市伊奈武瀬1-7-20�
TEL：098-943-3334　FAX：098-943-3404

7,707㎡�
2,331坪

付加価値型産業の集積を図る総合物流施設 
沖縄地区税関長許可保税蔵置場

那覇港総合物流
センター

那覇市港町1-26-1　5F�
TEL：098-943-2831　FAX：098-943-2832

4,072㎡�
1,234坪

主要設備一覧〈営業倉庫・保税蔵置場・賃貸倉庫等〉ニーズに合わせた情報サービスを提供します。

物流センター

那覇港総合物流センター	 写真提供:那覇港管理組合伊奈武瀬倉庫

物流倉庫

新港1号倉庫

西町7号倉庫
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　当社は昭和25年の創業以来、米軍の施政権下の困難な状況から今日ま
での長きにわたり、沖縄の倉庫業界の先駆的役割を果たしてきました。
　これからも多様化する様々な物流のニーズに応え、地域に密着した総合
物流サービスを提供するとともに、日本通運㈱との提携による日本全国一
貫輸送や国際複合一貫輸送等、物流を通して県民生活の安定に寄与してま
いります。
　品質重視に重点を置き、これまでの長年にわたり蓄積したノウハウと幅
広いネットワークにより、物流を通して県経済の発展と県民生活の向上に
貢献いたします。

2010（平成22）年
◆ 大学院大学関連機器搬入作業
◆県立博物館・美術館「古代エジプ
ト神秘のミイラ展」展示作業

◆沖縄赤十字病院移転作業

2011（平成23）年
◆ 東日本大震災支援物資拠点基
地として倉庫の無償提供

2012（平成24）年
◆ 海洋博記念公園海洋文化館改
築に伴う大型カヌー他移動作業

◆沖縄タイムス社新社屋移転作業
◆那覇市役所新庁舎移転作業

2013（平成25）年
◆ 売電事業開始（本社・物流倉庫・
物流センター）

◆県立宮古病院移転作業
◆沖縄メディカル病院移転作業

2014（平成26）年
◆ 浦添市伊奈武瀬に土地2,758坪
購入

2015（平成27）年
◆ 中央倉庫運輸株式会社、中央倉
庫梱包株式会社を琉球物流運
輸株式会社、琉球物流梱包株式
会社に社名変更

◆伊奈武瀬倉庫（2,335坪）建設
◆コザ信用金庫本店の移転作業
◆ 日通・琉球物流が冷凍混載輸送
サ－ビス開始

2016（平成28）年
◆ 新港2号倉庫を改築し低温セン
タ－（900坪）建設

2017（平成29）年
◆ モノレール桁輸送
◆多良間製糖工場プラント輸送
◆ ウエストパック号からUSNS	
グアム号へ船舶変更

◆ 港湾荷役会社である琉球港運	
株式会社を傘下に収める

2018（平成30）年
◆ MRO	Japan航空整備基地輸送
◆ 技能五輪全国大会・全国障害者
技能競技大会（アビリンピック）
会場設備・資材輸送

2019（令和元）年
◆ 那覇港総合物流センター稼働
◆拓南製鉄大型変圧器更新工事
◆中部協同病院移転作業
◆ 宜野湾市立博物館開館20周
年記念企画展Ⅰ「化石展」輸送・	
展示

◆沖縄県立博物館・美術館	特別展
「グスク・ぐすく・城」輸送・展示

1950（昭和25）年
◆ 米軍管理貿易廃止に伴い軍民
両政府の奨めにより沖縄中央倉
庫株式会社を創設

1951（昭和26）年
◆ ガリオア物資保管契約を調印
◆那覇市安謝に土地3,000坪取得、
倉庫（800坪）建設

1952（昭和27）年
◆ 社名を琉球中央倉庫株式会社
に変更

◆ 米軍港湾荷役作業を国際入札
により落札請負

1954（昭和29）年
◆ 琉球政府諸制度整備に伴い正
式に発券倉庫の許可

1956（昭和31）年
◆ 泊の築港完成に伴い同港岸壁に
倉庫（250坪）建設

1957（昭和32）年
◆ 那覇商港沿に土地1,300坪購入、
倉庫（750坪）建設

◆米国ATP社とシーバン業務（米
軍人軍属の引越業務代理店契
約を締結）

1960（昭和35）年
◆ 日本通運株式会社と代理店契
約を締結

1964（昭和39）年
◆ 南大東測候所向け観測用機材
輸送（1年間）

1967（昭和42）年
◆ 那覇市西町社有地に倉庫（400坪）建設

1969（昭和44）年
◆ 琉球電力公社発電所プラント資
材2万4千トン輸送

1980（昭和55）年
◆ 安波ダム工事資材輸送

1982（昭和57）年
◆ 那覇新港社有地に本社ビルを建設
◆県立図書館移転作業

1984（昭和59）年
◆ 辺野喜ダム工事資材輸送

1986（昭和61）年
◆ A・P・Lとの船舶代理店業務締結

1987（昭和62）年
◆ 県立那覇病院移転、海邦国体関
連施設資材輸送

1989（平成 元）年
◆ 物流倉庫（3階建て床面積874
坪）建設

1990（平成2）年
◆ 県庁舎新築に伴う移転作業
◆ 浦添市美術館「岡コレクション
展」美術品輸送展示作業

1991（平成3）年
◆ 那覇市制70周年記念「アジア現
代美術展」輸送展示作業

1993（平成5）年
◆ 県立博物館「尚家継承琉球王朝
文化遺産展」輸送展示作業

1995（平成7）年
◆ 県公文書館移転作業。開館記念
展中国より借り出し展示

1997（平成9）年
◆ 日本通運の下で防衛施設庁関連
物資の輸送開始

1998（平成10）年
◆ 国際輸送課新設
◆ ISO9001認証取得
◆ 沖縄都市モノレールPC軌道桁
輸送開始	

2008（平成20）年
◆ 発送課・到着課新設
◆沖縄総合事務局移転作業
◆沖縄防衛局移転作業
◆那覇市役所仮庁舎移転作業
◆洞爺湖サミットに係る沖縄県警
の車両輸送

2009（平成21）年
◆ 沖縄協同病院移転作業
◆沖縄県税事務所移転作業
◆中部合同庁舎移転作業
◆沈埋トンネル関連作業

2020（令和２）年
◆ 沖縄電力㈱友寄変電所	大型変
圧器輸送業務

◆琉球銀行（仮本店）移転作業
◆沖縄県立博物館・美術館	特別展
「岩石」輸送・展示
◆ 琉球王国文化遺産集積・再興事
業	巡回展「手わざー琉球王国の
文化ー」輸送・展示

2021（令和３）年
◆ 那覇市市制100周年及びなはー
と開館記念作品運搬・展示

◆ (株)サンエー宮古シティ機器搬
入作業

◆琉球ホテル＆リゾート名城ビー
チ機器搬入作業

◆藤原ダム（群馬県）機器搬入作業
◆大学院大学関連水槽輸送作業
◆米軍関連大型発電機輸送作業

2022（令和４）年
◆ 若狭小学校移転作業
◆復帰50年沖縄復帰前展
◆復帰50年展「琉球―美とその背
景―」

2000（平成12）年
◆ 物流拠点の集約化を図るため
那覇新港社有地に物流セン
ター（1,098坪）、配送センター
（283坪）建設、新港２号倉庫
（109坪）増築
◆沖縄サミット開催に伴い資材・
車両等輸送

◆県埋蔵文化財センター新築に
伴う考古土器移転作業

◆川澄化学工業株式会社と病院
用薬品の運送保管契約締結

2001（平成13）年
◆ 通関業許可取得。産業廃棄物
収集運搬業許可取得

◆県立中部病院移転作業

2002（平成14）年
◆フィリップモリス株式会社と煙
草運送保管基本契約締結

2004（平成16）年
◆ 那覇市主催「琉球王朝秘宝展」
展示品を中国故宮博物院より
借り出し輸送・展示

2005（平成17）年
◆ 社名を琉球物流株式会社に	
変更

2006（平成18）年
◆ REX株式会社設立
◆県立病院南部医療センター子
供病院移転作業

2007（平成19）年
◆ 新西町７号倉庫（458坪）建設
◆南部徳洲会病院移転作業
◆県立博物館移転作業

1970（昭和45）年
◆ 海陸一貫輸送体制整備のため那
覇通運株式会社を設立

1972（昭和47）年
◆ 日通本社海運部内に東京事務
所を設置

◆那覇市新港沿いに土地3,000坪
取得、倉庫（1,200坪）建設

◆ ドル円貨交換現金輸送作戦日
通グループに参加

1974（昭和49）年
◆ 梱包・開梱及び搬出入業務の強
化を図るため中央倉庫梱包株式
会社を設立

◆ 那覇通運株式会社を中央倉庫
運輸株式会社に社名変更

◆那覇新港社有地に倉庫（760坪）
建設

1977（昭和52）年
◆ 石川石炭火力発電所プラント輸
送2万トン

1979（昭和54）年
◆ 琉球大学工学部移転作業開始	 	
（80年理学部、81年教養学部・
法文学部・附属図書館・女子寮・
本部、82年教育学部、83年医学
部、84年医学部附属病院）

会社沿革

1950年代

1960年代

1970年代 1980年代

1990年代

2000年代 2010年代 2020年以降

琉球交易港図　三幅対（19世紀）／浦添市美術館蔵
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所 在 地 本社 
	 　那覇市港町2-17-13　TEL：098-861-4700

	 東京事務所	
	 　東京都千代田区神田和泉町2	NXグループビル5F	
	 　日本通運（株）関東甲信越ブロック内	
	 　TEL：03-6284-5243

設　　立	 1950（昭和25）年11月16日

資 本 金	 7,320万円

関連施設 西町倉庫（7号倉庫）	
	 　那覇市西3-8-6	 TEL：098-863-1519	
	 新港倉庫	
	 　那覇市港町2-17-15	 TEL：098-861-5720	
	 物流倉庫	
	 　浦添市伊奈武瀬1-5-5	 TEL：098-861-4710	
	 伊奈武瀬倉庫	
	 　浦添市伊奈武瀬1-７-20	 TEL：098-943-3334	
	 配送センター（リウボウ・ＦＭセンター）	
	 　浦添市伊奈武瀬1-9 -8	 TEL：098-943-7951	
	 物流センター	
	 　那覇市港町4-5-14	 TEL：098-861-4704	
	 低温センター	
	 　那覇市港町2-18-3	 TEL：098-943-5551	
	 那覇港総合物流センター	
	 　那覇市港町1-26-1	５F	 TEL：098-943-2831

事業内容 倉庫業	
	 第１種貨物利用運送事業	
	 第２種貨物利用運送事業	
	 損害保険代理業	
	 不動産賃貸に関する事業	
	 物品販売業	
	 船舶代理店業	
	 一般貨物自動車運送事業	
	 警備業	
	 とび・土木工工事業	
	 通関業	
	 産業廃棄物収集運搬業	
	 生命保険の募集に関する業務	
	 太陽光発電・売買事業	
	 前各事業に付帯する業務

企業提携	 日本通運株式会社

会社概要 組織図 関連企業 車両台数

第１営業 部

琉
球
物
流
株
式
会
社

代表番号
TEL：098-861-4700
FAX：098-868-4862

第 2 営 業 部

国 際 部

倉 庫 部

総 務 部

TEL：098-861-4700
FAX：098-868-4862経 営 企 画 室

TEL：03-6284-5243
FAX：03-6284-6990東 京 事 務 所

TEL：098-861-5151
FAX：098-861-5158発 送 課

TEL：098-861-4704
FAX：098-863-3667到 着 課

TEL：098-943-5551
FAX：098-943-5553

TEL：098-861-4705
FAX：098-868-4862

TEL：098-861-4705
FAX：098-868-4862

TEL：098-861-4701
FAX：098-863-0664

TEL：098-943-8207
FAX：098-868-4862

TEL：098-943-3334
FAX：098-943-3404

TEL：098-861-4710
FAX：098-861-4983

TEL：098-861-4700
FAX：098-868-4862

TEL：098-861-4700
FAX：098-868-4862

低温センター

船舶代理店課

国際輸送課

新港倉庫課

物流倉庫課

総 務 課

経 理 課

特 輸 課

公 用 課

琉球物流運輸株式会社
《トラック輸送業務》 
那覇市港町4-5-14	 TEL：098-861-2373

琉球物流梱包株式会社
《作業業務一般》 
那覇市港町2-17-15	 TEL：098-868-1562

琉球港運株式会社
《港湾荷役作業》 
浦添市西洲2-15	 TEL：098-871-3011

琉球物流
株式会社

琉球物流
運輸
株式会社

琉球港運
株式会社

琉球物流
梱包
株式会社

琉球物流㈱グループ運送トラック等保有台数

車両区分

琉
球
物
流
㈱

琉
球
物
流
梱
包
㈱

琉
球
物
流
運
輸
㈱

琉
球
港
運
㈱

合
計（
台
）

フォ－クリフト 50 1 1 19 71
トラック 3 3 22 4 32
ヘッド 7 4 11
トレ－ラ－ 16 16
美術専用車 1 1
クリッパ－ 2 2
クレ－ン 1 1
クロ－ラ－クレ－ン 2 2
リ－チスタッカ－ 1 1
タンク車 1 1
軽ワゴン 2 2
バン 3 4 3 6 16
合　計 56 10 51 39 156

2022（令和4）年12月現在
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目
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し
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S
O

いつでも、 
どこでも、

信頼できる 
サービスを、

お客様に 
保証する。

当社の品質方針ISO9001:2015年版の認証登録

当社では1998年８月31日、沖縄県下で５番目、 
物流業界では初の「ISO9001」の認証を取得。

認証番号：JP28528-Q-1
発行日：2018年11月23日

登録の範囲（業務）

●��輸出入通関サービス、貨物
取扱サービス、流通加工を
含む倉庫サービス及び陸上
輸送サービスの提供

●�海上貨物の複合輸送
(NVOCC) サービスの提供

●��重量貨物陸上輸送、大規模
引越・移転の設計・開発及
びサービスの提供

●��船舶代理店サービスの提供

●��医薬品の流通サービスの�
提供
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